
　市情報公開条例の規定に基づき、平成 22年 4月から平成 23年 3月までに受
け付けた公文書の開示請求などの状況をお知らせします。

◆情報公開条例による公文書の開示請求件数

実施機関の名称 開示の
請求件数

開示の
決定件数

部分開示
決定件数

非開示
決定件数

不服申立
件数

市 長 1 0 0 1 0

教育委員会 0 0 0 0 0

合 計 1 0 0 1 0

　選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会および議会については、開示の
請求がありませんでした。
　部分開示とは、個人に関する情報などの非開示情報部分を除いて公文書の一部を開示するものです。
　開示対象は旧2町の条例施行日以降に作成され、または取得した公文書です。

◆開示の状況
公 文 書 の 件 名 開示の状況

1 親族（死亡）の転入届・印鑑登録申請書およびその各提出書類 非開示

問い合わせ先　総務課　総務・男女共同参画班（合志庁舎）　☎２４８－１１１２

問い合わせ先　企画課　情報広報班（合志庁舎）　☎２４８－１９７７

平成22年度「情報公開条例」の運用状況

平成22年度「市政への提案」の提案状況
　「市政への提案」は、市民の皆さんの声を市政に反
映させるためのものです。よりよいまちづくりのため、皆
さんのご意見やご提案をお待ちしています。

　提出方法は、市役所・各支所・コミュニティ施設など
市の主な施設に提案箱を設置していますので、備え付
けの専用用紙に記入してご提出ください。

●主な提案内容

　●環境対策（ごみ対策など）
　●子育て支援の充実
　　（保育園、各種助成など）
　●交通政策（環状バスなど）
　●各施設の管理運営

●提案により改善を行なったもの

　●施設の修繕

　●環境整備

●平成22年度の集計結果（平成22年4月～平成23年3月）

71人から70件の提案が寄せられました。
（１件の提案を複数人が連名で提出したケースなどがあるた
め、人数と件数が異なります。）

検討結果
①実施・解決・
　改善（7件） ②実施・解決・

　改善の予定
　（6件）

③調査・検討・
　努力中
　（15件）

④ 要望・連絡中
（2件）

⑤ 現状どおり
（21件）

⑥その他
　（19件）

職業別
会社員
（1人）

その他
（7人）

不明
（41人）

無職
（21人）

自営業
（1人）

年代別

80代
（13通）

90代
（0通）

不明
（29通）

70代
（11通）

60代
（5通）

50代
（1通）

40代
（4通）

30代
（7通）

20代
（0通）

10代
（1通）
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。
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れ
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療
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。
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中
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て
い
る
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く
、
心
身

まちづくり戦略室

大茂　竜二
派遣先：宮城県東松島市
期間：5/1～5/7

健康づくり推進課

坂本みゆき
派遣先：宮城県南三陸町
期間：5/14～5/21

健康づくり推進課

八木　美保
派遣先：宮城県南三陸町
期間：5/2～5/9

の
活
動
が
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
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じ
ま
し
た
。
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ー
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は
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が
な
い
の
で
、
排
泄
物
の
処

理
が
で
き
な
い
、
十
分
な
手
洗
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で
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。

　

今
回
、
支
援
活
動
を
通
し
て
、
対
策

本
部
で
の
早
期
の
現
状
把
握
と
采
配
が

い
か
に
大
切
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 ▲いまだにがれきの撤去が進んでいない地域も多い。

東日本大震災の
義援金について

皆さんのご支援により
5月16日現在、

20,319,298円の
義援金が

寄せられています。
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興
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●
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